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担当教員名／Instructor
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三浦 巧也／MIURA Takuya（工学府／Graduate School of Engineering）、林 壮一（農学府
／Graduate School of Agriculture）

概要
／Outline

学習指導要領を基準として，主に中学校において実施される教科学習について、その意義や編成の
方法を理解するとともに、各学校の実情に合わせて理科の学習のための授業の目的と意義を理解す
る。

到達基準
／Standard

（１）理科における教育目標、育成を目指す資質・能力を理解すること
（２）学習指導要領に示された理科の学習内容について，背景となる学問領域と関連させて理解を
深めること
（３）具体的な授業場面を想定した授業設計を行う方法を身に付けること

これらの目標を実現するために，①授業の組み立て，②模擬授業の実施，③模擬授業の評価，の
３つのテーマにそって講義を行う。それぞれのテーマの概要は以下の通りである。
①授業の組み立てについては，学習指導要領や教科書に基づき，これまでに修得してきた学修内容
や研究領域を基礎として，よりよい授業を実施できるよう必要な学習計画を，学校現場の状況を鑑
みながら組み立てなければならない。これらの点について実践的に学ぶ。
②模擬授業では，理科でしか経験できない「実験」を提示しながら授業を進めることができるよう
，グループで授業を計画し実践する。
③模擬授業において，受講する学生は授業の準備，内容や展開など，授業評価の観点に沿って授業
を評価し，よりよい授業を組み立てるために必要な点，注意すべき点，を実践的に学ぶ。

授業内容
／Schedule

第１回：授業の組み立てと学習指導要領と教科書
第２回：学習指導案・授業案・板書案の組み立てと授業評価
第３回：模擬授業Ａ（観察と講義）の準備
第４回：模擬授業Ａ（観察と講義）と評価－物理・化学分野
第５回：模擬授業Ａ（観察と講義）と評価－生物・地学分野
第６回：模擬授業Ａ（観察と講義）の反省と検討
第７回：模擬授業Ｂ（観察と講義）の準備
第８回：模擬授業Ｂ（観察と講義）と評価－物理・化学分野
第９回：模擬授業Ｂ（観察と講義）と評価－生物・地学分野
第１０回：模擬授業Ｂ（観察と講義）の反省と検討
第１１回：模擬授業Ｃ（観察と講義）の準備
第１２回：模擬授業Ｃ（観察と講義）と評価－物理・化学分野
第１３回：模擬授業Ｃ（観察と講義）と評価－生物・地学分野
第１４回：模擬授業Ｃ（観察と講義）の反省と検討
第１５回：まとめ

履修条件・関連項目
／Requirements

テキスト・教科書
／Text book

中学校学習指導要領解説　理科編（最新版）
高等学校学習指導要領解説　理科編（最新版）
文部科学省検定教科書　中学校１～３年　理科（出版社は問わない，各自で用意すること）



参考書
／Reference book

左巻 健男，吉田 安規良，新指導要領対応 新訂 授業に活かす! 理科教育法 －中学・高等学校編
－，東京書籍; 新訂版 (2019/4/1)，ISBN-10: 4487812445，ISBN-13: 978-4487812448

成績評価の方法
／Grading

３回の模擬授業の実施と他の履修者の模擬授業の評価を行うこと。
期限までに課題を提出すること。
これらの結果に基づいて，総合的に判断する。

教員から一言
／Something

全国的に，教員免許の取得希望者は多いのですが，実際に教員を志望する学生は非常に少なくなっ
ています。一方で，どの学校や校種に対しても，先生には大きな期待がかけられています。そのた
め，学校現場では新しい良い先生をさがすのに，大変苦労されています。
中学生や高校生とともに学びを体験していくことで，自分自身の理解を更に深め広げていくことに
つながります。また，大学（院）卒業後も，学ぶことの楽しさや面白さ，奥深さを継続して体感し
続けることのできる職種ですので，「教員」を将来の選択肢の一つとして検討して欲しいと願って
います。

キーワード
／Keyword

オフィスアワー
／Office Hours

備考１
／Note 1

SiriusもしくはGoogleクラスルームを参照すること。

備考２
／Note 2

参照ホームページ
／Url

開講言語
／Teaching language

日本語/Japanese

語学学習科目
／Language study subjects


